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一
九
八
六
年
九
月
か
ら

一
九
八
九
年
九
月
に
わ
た
り
、
奈
良
そ
ご
う
百
貨
店

建
設
関
連
地
の
発
掘
調
査
が
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
発
掘
調
査

部
の
手
に
よ
り
行
な
わ
れ
たぐ
。
そ
の
範
囲
は
、
平
城
京
左
京
三
条
二
坊

一
・
二

・
七

・
八
坪
、
同
二
条
二
坊
五
坪
に
ま
た
が
り
、
調
査
面
積
は
三
〇
〇
〇
〇
ポ

に
及
ん
だ
。
こ
の
調
査
で
は
長
屋
王
家
木
簡
を
始
め
と
し
て
、
数
々
の
発
見
が

相
次
ぎ
、
多
く
の
新
知
見
が
も
た
ら
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
で
、
長
屋
王
家
木
簡

出
土
溝
、
東
二
坊
坊
間
路
西
側
溝
、
二
条
大
路
東
西
大
溝
か
ら
は
、
多
量
の
木

製
品
が
出
上
し
た
。
木
製
品
は
、
食
事
具
、
容
器
、
祭
祀
具
、
工
具
、
装
身
具
、

遊
戯
具
な
ど
種
類
が
多
岐
に
わ
た
り
、
注
目
す
べ
き
製
品
が
少
な
く
な
い
。
本

稿
で
論
ず
る
到
り
ぬ
き
の
木
箱
は
そ
れ
ら
注
目
に
価
す
る
木
製
品
の
ひ
と
つ
で
、

一
木
を
割
り
ぬ
く
細
長
い
身
と
、
板
材
を
削
り
出
し
た
合
わ
せ
蓋
に
特
徴
が
あ

る
。
類
似
の
箱
は
こ
れ
ま
で
、
わ
ず
か
に
六
例
が
知
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
か
っ
たぐ
。

と
こ
ろ
が
、
そ
ご
う
百
貨
店
建
設
関
連
の
調
査
に
よ
り
、
類
例
が
著
し
く
増
加

イま

じ

め

イこ

ィJヽ

池

仲

彦

し
、
し
か
も
保
存
の
良
好
な

一
括
資
料
が
あ
り
、
完
形
の
箱
も
い
く
つ
か
含
ま

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
資
料
の
増
加
に
伴
な
い
、
こ
の
木
箱
の
性
格
を
検
討

し
得
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。
こ
の
木
箱
の
用
途
と
し
て
、
紙
の
文
書
を
入
れ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
既
に
指
摘
し
た
が
、
本
稿
で
は
さ
ら
に
、
機
能
、
使
用

方
法
、
形
態
の
時
期
差
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
、
史
料
に
見
え
る
箱
と
の
関
連

を
考
え
て
み
た
い
。

長
屋
王
家
木
簡
出
土
溝
、
二
条
大
路
東
西
大
溝
と
も
、
木
暦
層
内
に
木
簡
等

の
遺
物
が
多
く
埋
没
し
て
お
り
、
調
査
で
は
そ
の
埋
土
ご
と
遺
物
が
取
り
上
げ

ら
れ
た
。
現
在
、
そ
の
埋
上
の
水
洗
作
業
は
、
長
屋
王
家
木
簡
出
土
溝
に
つ
い

て
は
全
て
終
了
し
た
が
、
二
条
大
路
東
西
大
溝
に
つ
い
て
は
、
大
部
分
ま
だ
作

業
が
及
ん
で
い
な
い
。
従

っ
て
、
今
後
資
料
は
確
実
に
増
加
す
る
で
あ
ろ
う
が
、

こ
こ
で
は
八
月
末
日
ま
で
に
得
ら
れ
た
資
料
に
基
づ
い
て
考
察
を
進
め
る
。

一
般

的

特

徴

本
稿
に
い
う
割
り
ぬ
き
の
木
箱
と
は
、
細
長
い
ほ
ぼ
短
形
を
呈
す
る
ヒ
ノ
キ



木 箱 と文 書

(注)木 簡濤 :長屋王家木簡出土濤

第一表 到 りぬき木箱の出上例とその法量

東西大濤

西 all濤

S D 2700

S D 3715

S D5050:

(数値)は推

二条大路東西大躊

東二坊坊間路西側濤

平城宮内裏東方大濤

平城宮第一次朝堂院東方濤

東一坊大路西側濤

定値, *は残存部の長さを示す。

箱蓋 (単位Clll)

出土地
外法
幅 長さ

凸部

幅  長さ 厚
さ
長側部
肖l19幅

考備

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

木簡濤

木簡壽

納 濤

納 濤

木簡濤

木簡濤

東西大濤

東西大蒔

東西大薦

東西大濤

東西大濤

東西大躊

西側濤

S D2700

S D 2700

S D3715

6.4   34.5

5,8   33.0

5.0   33.0*

(5,3)31.5*

4.7   31.3*

5.1(34.5)

(5。4)34.7

(5.7)34.0

(6.3)32,7

8.1   35.7

(6.8)33.5

6.0(34.2)

5。1*  35,6

4.8   33.8

6.8   24.5*

6.6(34.9)

4。 6   30.3

4.1   30.2

3.3   30。 4

(4.1)28.5*

3。 2   29.9*

3.7  (31.4)

(3.0) 29。3

3.7  31。 3

4.1   30.7

6.0  32.6

4.4   30,8

4.3   31.8

4.9  32.1

3.5   30,7

4.7   23.2*

3.8   30,9

1,4

1.5

1,0

1.6

1.6

1.2

1.4

1,0

1.4

1.2

1,3

1,6

1,0

1.2

1,1

0.9

0.8

0。 8^マ 1.0

0.8～ 1,0

1.0

0。 9^Ψ l,1

0.7

1.4

1.0

1.1

0。 9^υ l,1

1.2

1.0

0。8

1.2

1.4～ 1.5

完形

完形

端部欠,身の 3と セットか

端部欠

端部欠,身の 1と セットか

凸部内湾

1/2残る

習書有

習書有

木簡に転用

「伊勢国少目大倭生羽進上」

習書有

「資人上日帳」墨書

完形

1/2残る

一端欠,甲平坦

墨書

箱身 (単位Clll)

出土地
外法

高さ 幅  長さ
内法

深さ 幅  長さ
底部
厚さ
昆側板膚 備 考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

木簡濤

木簡濤

木簡濤

木簡濤

木簡濤

縮 壽

縮 蒔

木簡濤

東西大濤

東西大躊

S D2700

S D3715

S D 5050

4.1   4.7   33.7

2.6*  4.5   30.8

3.9   4.9   25,4*

1.8*  2.8*  19,8*

1.2*  3。 1*  16.8*

2.2*  4.4   18,4*

2.3*  4.2   13。 3*

2,7   6.3   33.2

1.5*(5,7)34,7

2.3   5。9   32。 1

2.4   5,6   34.5

3.7  3.8  31.6

2.0*  3.1   29.5

2.9   3.8   23.5*

1.2*  1.8*  18.8*

0.6*  2.5*  15.8*

1.2*  3.0   16.9*

1.4*  2.9   11.5*

2.0   4.0   29.9

0.9*  4.0   31.1

1.3   4。 2   30.3

1,7   3.5   31.5

0。4

0.6

1,2

1.0

0,6*

0.6*

1,0

0。9

0,5

0,7

1.0

0.7

1.1

0。 7

0。 6

1.0

0,7

0。 8

0,7

0。9^Vl.4

1,0

1.0

1.1

1.2

蓋の5と セットか

潰れる

長辺側板一部欠,蓋
の3と セットか

1/3以上欠,習書有
1/4残る

1/4残る

1/2残る

1/2残る

完形,習書有
1/2以上残る

両小日一部欠

両小口欠

完形,習書有,木簡
番号3132号
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第一図 判 りぬき木箱実測図



木 箱 と文 書

の
白
木
の
箱
で
、
前
述
し
た
よ
う
に
身
は

一
本
の
角
材
を
到
り
ぬ
き
、
蓋
は

一

枚
の
板
材
を
削
り

一
種
の
合
わ
せ
蓋
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
第

一
表
に
は
、
こ

れ
ま
で
の
出
土
例
と
そ
の
法
量
を
掲
げ
、
第

一
図
に
は
代
表
的
な
箱
を
示
し
た
。

箱
の
大
き
さ
は
、
こ
れ
ま
で
の
出
土
例
に
よ
る
と
外
法
で
は
、
長
さ
が
約
三

一
釦
か
ら
約
三
六
卿
、
幅
が
約
四
ｃｍ
か
ら
約
八
伽
、
身
の
高
さ
が
約
二
伽
か
ら

約
四
銀
の
間
に
お
さ
ま
る
。
出
土
遺
構
別
に
見
て
も
、
や
は
り
大
き
き
に
は
か

な
り
の
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
厳
密
な
規
格
性
は
認
め
ら
れ
な
い
。
あ
る
程
度
、

幅
を
も
た
せ
た
範
囲
の
寸
法
に
お
さ
ま
る
よ
う
に
製
作
し
て
い
る
。

第
二
図
に
、
箱
の
長
さ
と
幅

（外
法
）
の
相
関
を
示
し
た
。
図
か
ら
明
ら
か

な
よ
う
に
、
幅
の
狭
い
箱
は
長
さ
が
短
く
、
幅
広
の
も
の
は
長
く
な

っ
て
お
り
、

長
さ
と
幅
に
は
正
の
相
関
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
長
さ
と
幅
の
比
を
見

る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
四

・
五
ぞ
七

。
二
の
範
囲
の
数
値
を
示
し
て
お
り
、　
一
定
の

比
率
で
長
さ
と
幅
を
決
定
し
た
の
で
は
な
い
と
い
え
る
。
こ
の
比
率
は
、
出
土

遺
構
別
に
み
て
も
、
や
は
り
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
長
さ
と
幅
の
比
率

の
点
か
ら
も
、
厳
密
な
規
格
に
基
づ
い
て
製
作
し
た
箱
で
は
な
い
と
い
え
よ
う
。

箱
の
身
の
内

・
外
面
は
、
上
面
、
側
面
、
底
部
と
も
平
滑
に
削
り
、
ほ
ぼ
直

線
的
に
仕
上
げ
る
。
た
だ
し
、
外
面
底
部
を
わ
ず
か
に
削
り
く
ば
ま
せ
た
も
の

（第
一
図
３
）
や
、
外
面
底
部
の
両
長
側
辺
の
四
分
の
三
を
面
取
り
し
て
、
底
部

に
丸
み
を
も
た
せ
た
も
の
（第
一
図
４
）
が
そ
れ
ぞ
れ

一
例
ず
つ
あ
り
、
ま
た
、

身
の
内
面
底
部
に
到
り
ぬ
い
た
際
の
基
の
跡
を
留
め
る
も
の
が
五
例
あ
り
、
身

の
木
口
に
鋸
の
痕
跡
が
残
る
も
の
が
あ
る
。

８

Ｃｍ

31      32      33      34      35

(図中の番号は第一表の番号に一致する)

第二図 箱外法の長 i幅相関
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蓋
に
は
大
き
く
分
け
て
二
種
類
が
あ
る
。
ひ
と
つ
は
両
端
が
薄
く
、
中
央
部

に
い
く
に
従
い
厚
み
を
増
す
甲
盛
の
蓋

（第
一
図
５
１
７
）、　
他
は
上
面
が
平
坦

な
蓋

（第
一
図
８
）
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
板
材
の
内
面
周
囲
を
削
り
、
低
い
凸
郡

を
造
り
出
す
が
、
甲
盛
の
蓋
に
は
こ
の
凸
部
の
造
り
が
や
や
異
な
る
も
の
が
あ

る
。
第

一
図
の
５
●
６

●
７
が
そ
れ
で
、
５
と
６
は
凸
部
が
綻
に
内
湾
し
、
７

は
横
に
内
湾
す
る
も
の
で
あ
る
。
５
は
内
湾
が
浅
く
、
凸
部
全
体
が
周
囲
よ
り

一
段
高
く
な

っ
て
い
る
。
６
は
凸
部
の
中
央
部
分
が
失
な
わ
れ
る
ほ
ど
深
く
内

湾
し
て
お
り
、
結
果
的
に
蓋
の
両
端
か
ら
七
ｉ
八
伽
内
側
か
ら
凸
部
が
緩
く
立

ち
上
が
る
形
と
な

っ
て
い
る
。
７
は
凸
部
の
長
側
辺
部
分
だ
け
を
残
し
て
他
を

削
り
、
湾
曲
部
の
中
央
部
分
は
周
囲
の
面
と
ほ
ぼ
フ
ラ
ッ
ト
に
な

っ
て
い
る
。

こ
の
蓋
が
、
凸
部
の
短
辺
部
を
残
し
て
立
ち
上
が
り
を
四
周
に
め
ぐ
ら
せ
よ
う

と
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
凸
部
短
辺
付
近
に
残
る
工
具
痕
か
ら
明
ら
か
で

あ
る
。

身
、
蓋
と
も
線
刻
、
墨
画
、
彩
色
そ
の
他
に
よ
る
装
飾
は
い
っ
さ
い
認
め
ら

れ
ず
、
研
磨
し
た
り
、
漆
を
か
け
る
な
ど
す
る
精
製
品
も
今
の
と
こ
ろ
な
い
が
、

蓋
の
上
面
に

「資
人
上
日
帳
」
、
「伊
勢
国
少
目
大
倭
生
羽
進
上
」
と
墨
書
の
あ

る
も
の
や
、
習
書
に
使
用
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
割
り
ぬ
き
の
木
箱
は
、
身
、
蓋
と
も
い
く
つ
か
の
ハヾ
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
細
長
い
到
り
ぬ
き
の
身
と
内
面
に
凸
部
を
削

り
だ
し
た
合
わ
せ
蓋
と
か
ら
成
り
、
そ
の
大
き
さ
や
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
に
は
厳

密
な
規
格
が
な
く
、
感
覚
的

。
経
験
的
に
製
作
し
て
い
る
。
ま
た
装
飾
は
施
さ

れ
ず
、
精
製
品
も
な
く
、
成
形
の
際
の
工
具
痕
を
残
す
程
度
の
仕
上
げ
の
製
品

で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１２

〓
一

古

相

と

新

相

奈
良
そ
ご
う
百
貨
店
関
連
の
発
掘
調
査
で
は
、
時
代
幅
を
限
定
で
き
る
奈
良

時
代
前
半
の
割
り
ぬ
き
の
木
箱
の
一
括
資
料
が
得
ら
れ
た
。
第

一
表
の
身
１
を

８
、
蓋
ｌ
ｉ
６
が
長
屋
王
家
木
簡
出
土
溝
の
木
暦
層
か
ら
出
土
し
た
箱
で
、
八

世
紀
の
前
葉
に
属
し
、
身
９

ｏ
Ю
、
蓋
７
を
１２
が
二
条
大
路
東
西
大
溝
木
婿
層

出
土
の
箱
で
八
世
紀
中
葉
の
も
の
、
蓋
１３
は
東
二
坊
坊
間
路
西
側
溝
か
ら
出
土

し
、　
八
世
紀
前
半
に
属
す
る
。　
一
方
、
蓋
１４

・
・５
及
び
身
の
１１
、
蓋
１６
と
身

・２
、
身
１３
は
、
そ
れ
ぞ
れ
平
城
官
内
一異
東
方
大
溝
、
同
第

一
次
朝
堂
院
東
方
溝
、

平
城
京
東

一
坊
大
路
西
側
溝
出
上
の
箱
で
、
い
ず
れ
も
八
世
紀
の
後
半
に
属
す

ヱ
０

。

こ
れ
ら
の
箱
の
各
部
分
の
寸
法
を
時
期
別
に
表
示
し
た
の
が
第
三
図
の
グ
ラ

フ
で
あ
る
。
こ
の
中
で
、
時
期
差
を
示
す
要
素
に
つ
い
て
、
は
じ
め
に
検
討
す

る
。
ま
ず
、
外
法
の
幅

（第
二
図
１
）
を
比
較
す
る
と
、
八
世
紀
前
棄
の
例
で
は

四
伽
か
ら
六
銀
の
間
に
分
布
の
中
心
が
あ
り
、
中
棄
以
降
で
は
五

。
五
ｃｍ
か
ら

七
側
の
間
に
分
布
の
中
心
が
移
る
。
次
に
身
の
高
さ
と
深
さ
に
つ
い
て
、
第
三

図
３

・
６
に
よ
っ
て
比
較
し
て
み
よ
う
。
類
例
に
乏
し
い
た
め
確
実
な
こ
と
は

い
え
な
い
が
、
八
世
紀
の
前
棄
で
は
高
さ
が
高
く
、
深
い
箱
が
見
ら
れ
る
の
に
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2       3
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注 内法の長さ(4)と 内法の幅(5)は身と蓋の凸部の
寸法に基づく。

身長側板の厚さ (7)は身と蓋の周辺の削り幅の

寸法に基づく。

(前)は 8世紀前葉,(中 )は 8世紀中葉,(後)は

8世紀後葉を示す。

時期別にみた箱の各部分の寸法第二図



対
し
て
、
中
頃
以
降
で
は
、
低
く
浅
い
も
の
が
現
れ
る
。
最
後
に
、
身
の
長
側

板
の
厚
さ
に
つ
い
て

（第
二
図
７
）
見
る
と
、
八
世
紀
前
葉
で
は
厚
さ

一
釦
以
下

の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
全
て
と
い
っ
て
よ
く
、
中
頃
以
降
で
は

一
伽
を
超
え
る
も

の
が
現
れ
、　
一
Ｃｍ
以
下
の
厚
さ
の
も
の
と
並
存
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
割
り
ぬ
き
の
木
箱
の
時
期
的
形
態
変
化
の
大
ま

か
な
傾
向
と
し
て
次
の
こ
と
が
い
え
る
。
比
較
的
幅
が
狭
く
、
高
さ
が
高
く
、

身
の
長
側
板
が
薄
い
の
が
古
相
の
箱
の
特
徴
で
あ
り
、
長
屋
王
家
木
筒
出
土
溝

の
例
か
ら
す
れ
ば
、
奈
良
時
代
の
初
頭
か
ら
存
在
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
八
世
紀

の
中
頃
以
降
、
幅
の
広
い
箱
に
主
体
が
移
り
、
高
さ
の
か
な
り
低
い
も
の
や
身

の
長
側
板
の
厚
い
箱
が
出
現
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
箱
の
そ
の
他
の
部
分
の
寸
法
、

す
な
わ
ち
外
法
の
長
さ
、
内
法
の
長
さ
、
内
法
の
幅
で
は
、
グ
ラ
フ
（第
三
図
２

・
４
・
５
）か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
時
期
差
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ

の
こ
と
は
、
八
世
紀
を
通
じ
て
こ
の
箱
が
同
じ
用
途
に
供
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

示
し
、
ま
た
中
に
入
れ
る
も
の
の
大
き
さ
に
著
し
い
変
化
が
な
か
っ
た
こ
と
を

物
語

っ
て
い
る
と
考
え
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
節
で
詳
述
し
よ
う
。

さ
て
、
次
に
文
爾
床
呂
墓
出
上
の
金
銅
匝

（第
四
図
）
に
つ
い
て
、
木
箱
、
と

く
に
古
い
様
相
の
木
箱
と
の
関
連
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
銅
箱
は
鋳
造

製
で
、
長
さ
二
九

・
一
伽
、
幅
五

・
八
？
六

・
○
∽
、
高
さ
四

・
八
伽

（身
の

高
さ
四
・
三
Ｊ

あ
り
、
甲
盛
の
い
わ
ゆ
る
逆
印
籠
蓋
を
か
ぶ
せ
る
。
匠
の
中
に

は
、
長
さ
二
六
∞
、
幅
四

・
三
伽
、
厚
さ
二
血
の
銅
板
製
墓
誌
が
納
め
ら
れ
て

い
た
。
墓
誌
に
は

「壬
申
年
将
軍
左
衛
士
府
督
工
四
位
上
文
祢
床
昌
忌
寸
慶
雲

四
年
歳
次
丁
未
九
月
十

一
日
卒
」
と
銘
文
が
刻
ま
れ
、
こ
の
銅
厘
が
七
〇
七
年

頃
の
も
の
と
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
銅
厘
と
古
相
の
到
り
ぬ
き
木
箱
と
を
比
較
す
る
と
、
形
態
上
い
く
つ
か

の
類
似
点
を
指
摘
で
き
る
。
銅
匝
は
長
さ
が
二
九
伽
ほ
ど
し
か
な
く
、
長
さ
の

最
も
短
い
木
箱

（第
一
表
身
２
）
と
比
べ
て
も
や
や
短
い
が
、
幅
、
高
さ
、
深
さ

で
は
、
身
の
外
法
、
内
法
と
も
両
者
に
大
き
な
差
は
な
い
。
身
の
側
板
の
厚
さ

は
鋼
匠
が
約
五
剛
で
あ
り
、
古
相
の
木
箱
の
長
側
板
の
厚
さ
と
大
差
な
い
。
銅

岡
――――
＝
岡
□
＝
Ⅷ
理

を

第四図 文爾麻呂墓出土銅匡実測図
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匝
の
蓋
は
高
さ
が
九
剛
、
中
央
部
の
厚
さ
が
約
五
剛
あ
り
、
内
面
に
は
身
を
受

け
る
か
え
り
を
め
ぐ
ら
せ
て
い
る
。
木
箱
の
蓋
に
比
べ
、
や
や
薄
い
造
り
で
、

内
面
に
か
え
り
を
め
ぐ
ら
せ
る
点
は
木
箱
と
は
異
な
る
が
、
外
観
上
き
わ
め
て

よ
く
類
似
す
る
甲
盛
の
合
わ
せ
蓋
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
古
相
の
割
り
ぬ
き
の
木
箱
と
銅
匡
と
は
類
似
す
る
点
が
少
な

く
な
く
、
密
接
な
関
連
が
う
か
が
わ
れ
る
が
、
両
者
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
考

え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
木
箱
が

一
般
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
模
し
た

銅
匝
が
製
作
さ
れ
、
あ
る
場
合
に
は
墓
葬
品
に
応
用
さ
れ
た
と
み
る
べ
き
か
、

あ
る
い
は
銅
匠
が
少
な
い
な
が
ら
も
製
作
、
使
用
さ
れ
て
お
り
、
木
箱
は
そ
う

し
た
貴
重
品
を
模
し
た
も
の
と
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
今
の
と
こ
ろ
確

た
る
根
拠
を
得
て
お
ら
ず
、
い
ず
れ
と
も
決
し
か
ね
る
が
、
後
者
で
は
な
い
か

と
推
測
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
第

一
の
理
由
と
し
て
、
強
度
に
問
題
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
木
箱
の
身
を
到
り
ぬ
い
て
製
作
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
古
い

段
階
に
は
身
の
長
側
板
を
薄
く
仕
上
げ
、
高
さ
も
比
較
的
高
く
、
従

っ
て
強
度

が
落
ち
る
は
ず
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
割
り
ぬ
き
と
い
う
製
作
技
法
を
採

っ
て
い
る
の
は
、
鋳
造
製
の
銅
匝
を
模
倣
し
た
た
め
で
は
な
い
か
と
思
う
。
第

二
に
、
鋳
造
製
の
金
属
製
品
の
特
徴
と
し
て
、
製
品
に
凸
帯
や
隆
起
帯
が
鋳
出

さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
が
、
木
箱
の
蓋
内
面
に
削
り
出
さ
れ
た
凸
部
に
、

そ
う
し
た
鋳
造
品
の
特
徴
が
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
か
ら
で

あ
る
。
第
三
の
理
由
と
し
て
、
木
箱
が
厳
密
な
規
格
に
基
づ
く
製
品
で
は
な
く
、

精
製
品
も
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
つ
ま
り
木
箱
は
フ
ォ
ー
マ
ル
な
物
と
意

識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
よ
う
な
木
箱
を
模
し
て
鋼
匠
を
製

作
し
た
り
、
あ
る
い
は
文
禰
麻
呂
墓
の
如
く
副
葬
品
と
し
て
応
用
す
る
の
か
ど

う
か
、
疑
間
に
思
う
の
で
あ
る
。
以
上
の
理
由
か
ら
、
割
り
ぬ
き
の
木
箱
は
鋳

造
の
銅
製
匝
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
こ
の

推
測
に
立
て
ば
、
木
箱
の
時
期
変
遷
に
つ
い
て
、
古
い
段
階
に
は
金
属
製
品
を

で
き
る
だ
け
忠
実
に
模
倣
し
よ
う
と
し
、
新
し
い
段
階
に
な
る
と
金
属
製
品
を

も
は
や
そ
れ
ほ
ど
意
識
し
な
い
木
箱
が
出
現
し
て
、
以
後
金
属
製
品
の
影
響
を

脱
し
た
と
い
う
意
味
で
独
自
の
本
箱
が
展
開
す
る
と
解
釈
で
き
る
。
こ
の
よ
う

な
考
え
方
の
当
否
は
別
に
し
て
、
古
相
の
到
り
ぬ
き
木
箱
と
銅
匝
と
の
関
連
は

否
定
で
き
ず
、
割
り
ぬ
き
木
箱
の
初
現
を
少
な
く
と
も
七
〇
七
年
ま
で
遡
ら
せ

て
考
え
て
差
し
つ
か
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
到
り
ぬ
き
の
木
箱
に
類
す
る
奈
良
時
代
以
後
の
遺
品
は
、
は
な
は
だ

少
な
い
な
が
ら
、
正
倉
院
と
唐
招
提
寺
に
そ
れ
ぞ
れ

一
例
ず
つ
あ
る
。
正
倉
院

例
は

「澤
栗
木
箱
」
と
呼
ば
れ
、
上
面
に

「勅
書
櫃
」
と
墨
書
が
あ
る
。
そ
の

文
書
が
弘
安
年
間
に
降
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
安
時
代
末
期
の
箱
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
鞠
。
唐
招
提
寺
例
は
「興
田
重
堅
田
地
寄
進
状
等
奉
納
箱
」

で
、
中
の
文
書
は
今
は
失
な
わ
れ
て
い
る
が
、

「本
券
文
二
通
寄
進
状

一
通
」

を
納
め
、
唐
招
提
寺
舎
利
殿
に
打
ち
付
け
た
箱
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
こ

れ
と
は
別
に
板
書
の
田
地
寄
進
状
が
書
か
れ
、
そ
れ
に
は

「文
安
六
年
四
月
五

日
」
と
あ
り
、
こ
の
箱
が

一
四
四
九
年
頃
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ

れ
ら
の
木
箱
が
奈
良
時
代
の
木
箱
と
ど
の
よ
う
に
関
連
す
る
の
か
今
の
と
こ
ろ



不
明
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
木
箱
の
時
期
変
遷
に
つ
い
て
先
に
述

べ
た
推
測
に
立
て
ば
、
八
世
紀
中
頃
以
後
独
自
の
木
製
品
と
し
て
木
箱
が
展
開

し
て
い
く
と
い
う
過
程
の
中
に
、
こ
れ
ら
二
例
を
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。

四

用

途

と

機

能

到
り
ぬ
き
の
木
箱
の
用
途
を
知
る
直
接
的
な
手
が
か
り
と
な
る
も
の
に
、
平

城
京
東
二
坊
坊
間
路
西
側
溝
出
上
の
蓋
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
表
側
上
半
部
中
央

③

に

「国
人
芥
□
資
人
等
上
日
帳
」
と
墨
書
が
あ
り
、
用
途
の
ひ
と
つ
と
し
て
こ

う
し
た
料
紙
に
書
い
た
文
書
を
入
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
奈
良
時
代
に
使
用
さ

れ
た
料
紙
の
幅
は
、
正
倉
院
文
書
な
ど
か
ら
二
七
伽
前
後
か
ら
三
〇
釦
前
後
で

あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、　
一
方
、
木
箱
の
内
法
の
長
さ
は
三
〇
蝕
前
後
か
ら
三

二
釦
前
後
で
あ
り
、
料
紙
の
幅
に
見
合
う
長
さ
で
あ
る
。
内
法
の
長
さ
の
木
箱

に
よ
る
ば
ら
つ
き
が
、
外
法
の
長
さ
の
そ
れ
に
比
較
し
て
小
幅
に
ま
と
ま
っ
て

い
る

（第
二
図
２
・
４
）
の
は
、
料
紙
の
よ
う
に
寸
法
の
個
体
差
の
幅
が
比
較
的

小
さ
な
も
の
を
箱
に
入
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
木
箱
を
製
作
し
た
た
め
で
あ

ろ
う
。
既
に
第
三
節
で
指
摘
し
た
通
り
、
木
箱
の
内
法
の
長
さ
に
時
期
差
が
認

め
ら
れ
な
い
の
は
、　
一
貫
し
て
木
箱
の
用
途
が
紙
製
文
書
を
入
れ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
。

「上
日
帳
」
は
、
文
書
の
性
格
上
、
続
紙
の
体
裁
を
と
り
、
枚
数
が
多
く
な

れ
ば
巻
き
物
の
形
態
と
な
る
。
第

一
表
の
箱
身
１
（第
一
図
１
）
は
、
内
法
の
幅

と
深
さ
が
ほ
ぼ
同
寸
法
で
あ
り
、
こ
う
し
た
巻
き
物
形
態
の
文
書
を
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
幅
と
深
さ
が
同
寸
法
の
箱
は
今
の
と
こ

ろ

一
例
の
み
で
あ
り
、
多
く
は
深
さ
が
三
伽
未
満
で
幅
の
三
分
の
一
前
後
し
か

な
い
。
こ
の
偏
平
な
浅
い
木
箱
の
場
合
、
枚
数
の
少
な
い
巻
き
物
形
態
の
文
書

を
圧
縮
し
て
入
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
が
、
多
く
は
堅
紙
の
ま

ま
巻
き
畳
ん
だ
枚
数
の
少
な
い
文
書
を
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

巻
き
物
用
の
箱
と
し
て
興
味
深
い
蓋
が
あ
る
（第
一
表
１１
、
第
一
図
７
）。
第
二

節
で
も
少
し
触
れ
た
が
、
内
面
の
凸
部
を
浅
く
削

っ
て
、
横
に
内
湾
さ
せ
た
も

の
で
、
巻
き
物
形
態
の
文
書
を
入
れ
た
木
箱
の
蓋
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

の
内
湾
部
分
に
は
幅
四
ｉ
五
剛
ほ
ど
の
細
長
い
凹
状
の
工
具
痕
が
維
に
数
条
残

る
。
他
の
部
分
の
工
具
痕
に
比
べ
て
、
そ
の
稜
線
が
シ
ャ
ー
プ
で
あ
り
、
製
作

時
よ
り
も
新
し
い
工
具
痕
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
蓋
の
内
面
に

は
本
来
、　
一
般
的
な
蓋
に
見
る
よ
う
な
凸
部
が
削
り
出
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、

後
に
手
が
加
え
ら
れ
て
今
の
形
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
事
実
は

次
の
よ
う
に
二
通
り
に
解
釈
で
き
る
。
ひ
と
つ
は
、
も
と
も
と
続
紙
の
体
裁
を

と
る
文
書
を
入
れ
る
た
め
の
箱
と
し
て
製
作
さ
れ
た
も
の
が
、
紙
の
貼
り
継
ぎ

を
繰
り
返
す
う
ち
に
文
書
の
径
が
増
し
、
し
だ
い
に
箱
に
納
ま
ら
な
く
な

っ
た

た
め
に
、
蓋
の
内
面
を
削
り
く
ば
ま
せ
る
必
要
が
生
じ
た
と
す
る
解
釈
。
も
う

ひ
と
つ
は
、
巻
き
物
形
態
の
文
書
を
入
れ
る
た
め
に
他
の
箱
を
転
用
し
た
と
こ

ろ
、
深
さ
が
や
や
足
り
な
い
た
め
に
、
蓋
の
内
面
を
削
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た

130
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と
す
る
解
釈
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
箱
は
、
既
存
の
完
結
し
た
巻
き

物
形
態
の
文
書
の
大
き
さ
に
基
づ
い
て
製
作
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
い
え
よ

う
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
箱
は
完
結
し
た
文
書
を
最
終
的
に
、
長
期
に
わ
た
っ
て

保
管
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
製
作
し
て
い
る
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
内
面
の
凸
部
を
後
か
ら
削
り
く
ば
ま
せ
る
蓋
が
あ
る
こ
と
、
第
二
節
で

指
摘
し
た
よ
う
に
、
身
の
内
面
底
部
に
工
具
痕
を
留
め
た
ま
ま
の
も
の
が
あ
る

こ
と
、
精
製
品
が
全
く
な
い
こ
と
、
完
形
の
ま
ま
習
書
に
使
用
し
た
り
、
木
簡

に
転
用
し
た
も
の
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
到
り
ぬ
き
の
木
箱
は
文
書
を

一
時

的
に
短
期
間
保
管
す
る
た
め
に
製
作

。
使
用
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
文
書
の
最
終
的
な
長
期
の
保
管
に
は
別
の
手
段
が
と
ら
れ
た
の
で
あ
ろ

い９
。さ

て
、
前
述
し
た
内
面
凸
部
の
内
湾
し
た
蓋
に
は
、
習
書
や
落
書
き
の
類
に

混
じ
っ
て
、

「伊
勢
国
少
目
大
倭
生
羽
進
上
」
と
い
う
墨
書
が
み
え
、　
こ
の
箱

に
何
か
の
文
書
を
入
れ
て
進
上
し
た
ら
し
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
つ
ま
り
、

こ
の
木
箱
は
文
書
の
保
管
だ
け
で
な
く
、
運
搬
に
も
用
い
ら
れ
て
い
た
と
み
ら

れ
る
。
蓋
は

一
方
の
長
側
部
分
を
失
な

っ
て
い
る
が
、
復
元
す
る
と
墨
書
が
蓋

の
中
央
に
位
置
す
る
こ
と
が
わ
か
り
、
ま
た
、
こ
の
墨
書
は
他
の
習
書
と
は
異

筆
で
あ
る
。
他
の
習
書
の
墨
の
残
り
が
悪
い
の
に
比
べ
て
、
こ
の
墨
書
が
非
常

に
明
瞭
に
残

っ
て
い
る
点
は
説
明
が
困
難
で
あ
る
が
、
こ
の
墨
書
は
箱
に
文
書

を
入
れ
て
進
上
す
る
際
に
書
か
れ
た
も
の
と
み
て
誤
ま
り
な
か
ろ
う
。
こ
の
よ

う
に
み
る
と
、
到
り
ぬ
き
の
木
箱
の
機
能
に
は
文
書
の
運
搬
も
あ

っ
た
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。

以
上
、
割
り
ぬ
き
の
木
箱
の
用
途

・
機
能
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
、
第

一
に

紙
製
の
文
書
を
入
れ
る
容
器
で
あ
り
、
そ
の
文
書
の
形
態
に
は
竪
紙
の
ま
ま
の

も
の
と
、
巻
き
物
形
態
の
も
の
の
二
種
類
が
あ
る
、
第
二
に
こ
れ
ら
の
文
書
を

一
時
的
に
短
期
間
保
管
す
る
も
の
で
あ
る
、
第
三
に
文
書
を
運
搬
す
る
機
能
が

あ
る
。

五
　
官
製

の
箱
と
私
製

の
箱

こ
こ
で
は
文
献
、
特
に
、
延
喜
式
に
記
載
の
あ
る
箱
に
つ
い
て
若
子
の
私
見

を
述
べ
、
割
り
ぬ
き
の
木
箱
と
そ
れ
ら
の
箱
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
不
充
分
な

が
ら
も
、　
一
応
の
見
通
し
を
提
示
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

延
喜
式
に
記
載
さ
れ
て
い
る
箱
に
は
、
函

・
笛

。
俺
子

・
奮

・
復
な
ど
が
あ

る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
そ
の
用
途
や
法
量

。
材
質
の
知
ら
れ
る
も
の
を
選
び
出

し
て
ま
と
め
た
も
の
が
第
二
表
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
函
、
笛
な
ど
の
語

は
、
用
途
や
材
質
な
ど
に
よ
っ
て
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
用

途
に
よ
り
大
き
く
二
つ
に
分
類
で
き
る
。
そ
れ
は
紙
製
の
文
書
の
容
器
と
考
え

ら
れ
る
箱
と
、
紙
製
の
文
書
も
入
れ
た
が
、
そ
れ
以
外
の
物
品
の
容
器
と
し
て

主
に
使
用
さ
れ
た
箱
で
あ
る
。
函
は
前
者
に
相
当
し
、
後
者
に
相
当
す
る
も
の

が
営

・
鐘
子

。
奮
な
ど
で
あ
る
。

函
は
、
告
朔
文
、
考
選
文
、
上
表
、
勅
符
、
暦
、
奏
文
な
ど
を
入
れ
、
漆
器



第二表 延喜式に見る箱

式 箱名称 内 容  物 法 考備

四時祭式

太政官式

中務式

内記式

主鈴式

中宮式

陰陽式

式部式

木工式

弾正式

春宮式

漆函

公文函

表函

勅書函

画

面

函

糟函

漆函

漆函

黒漆函

考選文函

飛駅函

告朔函

暦函

奏文

告朔文

上表

賜渤海国勅書

勅符

駅伝勅符

告朔

御暦

考選文

(告朔文)

(暦 )

暦

御暦

兵雰分桑三年覆示
寸

長一尺一寸六分,広
三寸,深二寸三分

卜御体, 卜庭神祭二座

臨軒視朔

五位己上有上表

函上書

在外官飛駅奏事

封駅伝勅符

天皇御大極殿視告朔

飛駅儲料

陰陽寮進暦

進暦

造暦用度

諸家考選文進省

神事井年料供御

進告朔函時

十一月一日陰陽寮進暦

四時祭式

伊勢太神宮式

斎宮式

斎院式

践昨大普祭式

太政官式

笛

櫛笛

柳笛

白笛

競鑢笛

笛

柳笛

営

楊笛

平文笛

善品漆笛

沓笛

筋笛

取物章富

平文営

箆盛白笛

箸笛

笛

短冊営

硯笛

幣吊

櫛八枚

警結紫絲八条

吊抹八条

錦枕二枚

白玉二両三分

鏡二面

絲井雑緒

大霧

堅魚鮫等類

大・小騎

隠伎鰻等

子

魃

冊

刀

火

短

長一尺五寸,広―尺
二寸,深三寸

方一尺

方一尺

方一尺五寸

方一尺五分

方一尺

(鏡二面)各径九寸

方一尺六寸

方二尺,方一尺五寸
径一尺五寸

長一尺五寸

長一尺七寸

方一尺七寸

方一尺五寸,方一尺,
方一尺二寸,長一尺
二寸,広五寸

九月伊勢太神官神害祭

太神宮装東

四月九日神衣祭

度会官装束

六月・十■月御贖料

供新嘗料

祓料

六処堺川供奉御懐

鎮祓

年料供物

初斎院装束

六処堺川供奉御膜

初斎院装束

年料供物

三年一請雑物

斎王定畢所請雑物 行具

供神御雑物

薦御膳剋限事

料理

斑幣

太政官考選文
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第二表続き

中務式

内記式

主鈴式

中官式

図書式

縫殿式

主計式

刑部式

大膳式

笛

詔書宮

笛

革笛

笛

漆範子

楊笛

革笛

柳営

奮

木直

笛

黒葛宮

小笛

営

柳笛

革笛

柳笛

楊営

革笛

短冊営

営

位記笛

爵巾饒

営

編笛

織笛

柳笛

位記笛

滝笛

式

式

式

学

蕃

部

大

玄

民

表函

詔書

詔書

位記

印板

内印・駅鈴・伝符

阿礼

御服案

赤地両面袋

香小六斤十二両

履

緋畠一丈五尺

割瓜刃子十枚

刀子

巾

短冊

計会

試状

簿

位記

爵巾

辞表

方二尺

長一尺五寸,広一尺
三寸

方一尺四寸

一尺六寸己下,一尺
以上

長す尺二寸,広一尺,
深一寸三分

方一尺三分,深八分

長二尺二寸,広二尺,
深四寸

長一尺四寸,広一尺
二寸,深三寸

長一尺二寸,広一尺
一寸

方一尺五寸

長一尺六寸,広四尺
四寸

五位己上有上表

奉詔書

節会及尋常詔旨 臨時詔
勅

納位記料

飛駅儲料

行幸

賀茂祭

鎮魂祭

行幸従駕

元日焼香

斎会

三年一度雑物

六月神今食御服

正月斎会衆僧法服

諸祭幣吊 大神祭夏祭料
″  伊勢大神宮祭
諸司年料供進 内匠寮所
進

年料柳富料

割瓜刀子廿枚料

年料革笛十合料

二月十一日諸司長上成選
人例見太政官

四月七日奏成選短冊

試諸国郡司主帳以上

正月七日叙位賜宴

釈典十一座

辞表

交易雑物 越中国

畿内輸雑物

応毀罪人位記

鎮魂 大直神一座
〃 雑給料

年料雑器

三年一請

諸司所請年料 内匠寮
遣諸蕃使 草薬八十種

諸節芥行事供奉

営

笛
　
　
営

白

革

営

盛
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式 箱名称 内 容  物 法 考備

掃部式

内膳式

造酒式

春宮式

位記営

笛

柳笛

宇岐笛

柳営

笛

柳笛

臣小必

三津野柏

櫛jlr枚

長一尺六寸,広一尺
四寸

長一尺,広九寸

岳千塁芥
広一尺,深

長一尺六寸,広一尺
五寸

正月七日

造鋪設功程

供御月料

雑給料

供奉料

雑給料

六月一日。十二月一日亦
同。

や
檜
製
の
も
の
が
あ

っ
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
法
量
の
知

ら
れ
る
も
の
は
少
な
い
が
、

黒
漆
函
、
飛
駅
函
な
ど
は
長

さ
に
比
し
て
幅
の
狭
い
長
方

形
の
箱
で
あ

っ
た
ら
し
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
長
さ
と
幅
の
比

は
三

・
二
と
三

・
九
で
あ
り
、

割
り
ぬ
き
木
箱
に
比
べ
て
幅

広
の
傾
向
を
示
す
。
函
は
文

書
の
容
器
と
し
て
用
途
が
限

定
さ
れ
て
い
る
ら
し
く
、
他

の
物
品
を
入
れ
た
こ
と
を
う

か
が
わ
せ
る
記
載
は
延
喜
式

に
は
見
出
せ
な
い
。
同
じ
く
、

形
態
や
材
質
の
面
で
多
様
性

に
富
ん
で
い
る
こ
と
を
う
か

が
わ
せ
る
記
載
も
な
い
。　
一

方
、
営

。
俺
子

。
資
な
ど
は
、

そ
の
用
途
や
形
態
、
材
質
が

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い

る
。
文
書
用
の
箱
と
し
て
の
営
に
は
、
位
記
、
計
会
、
試
状
、
簿
、
詔
書
な
ど

の
紙
製
の
文
書
や
木
簡
が
入
れ
ら
れ
、
こ
の
こ
と
か
ら
み
る
と
、
文
書
に
よ
り

函
と
笛
を
使
い
分
け
て
い
た
ら
し
い
。
さ
ら
に
、
笛
は
、
奮

。
麓
子
と
と
も
に

文
書
以
外
の
物
品
の
容
器
と
し
て
の
記
載
が
圧
倒
的
に
多
く
、
函
と
の
違
い
が

き
わ
だ
っ
て
い
る
。
ま
た
笛
に
は

「柳
笛
」
「革
笛
」
「黒
葛
笛
」
と
い
っ
た
材

質
に
つ
い
て
の
表
現
が
多
↑
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
位
記
を
納
め
る
笛
は
、
内
記

式
に

「草
営
」
と
あ
り
、
こ
れ
か
ら
す
る
と
、
他
の
文
書
用
の
笛
も
こ
う
し
た

草
製
の
も
の
で
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
法
量
の
記
載
か
ら
は
、
方
形
や
円
形

の
笛
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。　
一
尺
四
方
の
も
の
、
長
さ
二
尺
を
超
え
る
長
大

な
も
の
、
ま
た
函
を
納
め
る
営
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
す
る
と
、
概
し
て
笛
は

函
に
比
較
し
て
大
形
で
あ

っ
た
ら
し
い
。

紙
製
の
公
文
書
の
容
器
と
し
て
の
函
に
は
、
運
搬
の
機
能
が
備
わ

っ
て
い
る
。

⑩

飛
駅
函
が
そ
う
で
あ
り
、
ま
た
式
部
式
下
に
は

諸
家
考
選
文
進
省

十
月
三
日
平
旦
。
諸
家
各
以
家
司
斉
帳
内
資
人
及
定
額
雑
色
人
等
考
選
文
。

盛
函
会
集
。
（後
略
）

と
見
え
、
考
選
文
を
函
に
入
れ
て
提
出
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
漆
函
は
、
函
と

は
ま
た
、
若
千
そ
の
扱
い
方
が
異
な
る
ら
し
い
。
陰
陽
寮
式
に

九
造
暦
用
度
者
。
（中
略
）
黒
漆
函
三
合
。
態
銘
。一墾

再
曜
鉱
一一〒

（中
略
）

納
頒
暦
赤
漆
韓
櫃

一
合
。
（中
略
）

右
漆
函
等
収
寮
庫
。
至
奏
日
出
用
之
。
若
有
破
損
。
申
省
修
造
。
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と
あ
り
、
漆
函
は
長
く
保
管
さ
れ
、
儀
式
毎
に
繰
り
返
し
使
用
さ
れ
る
も
の
ら

し
い
。
ま
た
暦
は
韓
櫃
に
保
管
す
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

さ
て
、
延
喜
式
に
見
ら
れ
る
箱
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
ほ
ぼ

以
上
の
通
り
で
あ
る
。
次
に
、
文
書
用
の
函
及
び
笛
と
割
り
ぬ
き
の
木
箱
と
の

関
係
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
先
に
述
べ
た
函
と
笛
と
の
違
い
や
、
形
態
、
材
質
、

用
途
、
機
能
な
ど
を
通
覧
す
れ
ば
、
到
り
ぬ
き
の
木
箱
に
対
応
し
得
る
箱
は
函

で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
両
者
は
用
途
や
機
能
の
面
で
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、

大
き
さ
や
材
質
の
点
で
も
到
り
ぬ
き
の
木
箱
は
笛
よ
り
も
函
に
近
い
と
い
え
よ

う
。
し
か
し
、
両
者
は
次
の
点
で
、
対
照
的
で
あ
る
。
函
は
公
式
の
行
事
、
正

式
な
事
務
手
続
に
際
し
て
使
用
さ
れ
る
箱
で
あ
り
、
当
然
、
規
格
も
整

っ
て
い

た
と
推
測
で
き
る
が
、　
一
方
の
割
り
ぬ
き
の
木
箱
は
厳
密
な
規
格
性
を
備
え
て

お
ら
ず
、
フ
ォ
ー
マ
ル
な
性
格
の
箱
と
は
い
い
難
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
プ
ロ

ポ
ー
シ
ョ
ン
の
上
で
も
、
到
り
ぬ
き
の
木
箱
は
函
よ
り
も

一
段
と
細
長
く
作
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
差
異
は
、
公
式
の
行
事
や
正
式
の
事
務
手

続
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
箱
で
あ
る
か
否
か
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。
も
と
よ
り
、
延
喜
式
に
見
え
る
函
を
奈
良
時
代
ま
で
遡
ら
せ
て
考
え
る
べ

き
根
拠
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。　
し
か
し
、　
奈
良
時
代
に
も
恐
ら
く
、　
函
に
相

当
す
る
箱
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
く
、
公
式
の
行
事
や
正

式
の
事
務
手
続
に
使
用
さ
れ
る

「官
製
」
の
箱
と
、
そ
の
範
疇
か
ら
は
ず
れ
る

「私
製
」
の
割
り
ぬ
き
木
箱
と
が
補
い
合
い
な
が
ら
そ
の
役
割
を
は
た
し
て
い

た
と
い
う
図
式
が
描
け
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

一ハ

お

わ

り

に

こ
こ
で
は
い
く
つ
か
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
、
ま
と
め
に
か
え
た
い
。
到
，

ぬ
き
の
木
箱
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
平
城
官
と
そ
の
周
辺
の
ご
く
限
ら
れ
た
地
点

だ
け
で
集
中
的
に
出
上
し
て
お
り
、
長
屋
王
家
木
簡
出
土
溝
と
二
条
大
路
東
西

大
溝
か
ら
出
上
し
た
箱
が
大
部
分
を
占
め
る
。
こ
れ
は
単
に
他
の
地
域
に
お
い

て
発
見
の
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
だ
け
な
の
か
、
ま
た
は
木
製
品
が
残
り
難

い
と
い
う
こ
と
に
由
来
す
る
こ
と
な
の
か
、
あ
る
い
は
到
り
ぬ
き
の
木
箱
の
用

途
や
使
用
者
の
特
殊
性
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
今
の
と
こ
ろ
明
ら
か
で
な
い
。

ま
た
、
割
り
ぬ
き
の
木
箱
が
文
書
を
運
搬
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
平
城
京
外

ヘ

も
運
ば
れ
た
に
違
い
な
い
が
、
そ
う
し
た
例
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
今
後

の
類
例
の
増
加
に
期
す
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

到
り
ぬ
き
の
木
箱
に
入
れ
ら
れ
た
文
書
と
し
て
、
具
体
的
に
判
明
し
て
い
る

の
は
資
人
上
日
帳
の
み
で
あ
る
。
反
対
に
函
は
、
中
に
入
る
文
書
の
種
類
が
明

ら
か
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
形
態
の
詳
細
が
不
明
で
あ
る
。
割
り
ぬ
き
木
箱
と

画
の
関
連
は
、
上
の
二
点
が
明
ら
か
に
な

っ
た
上
で
改
め
て
検
討
を
要
す
る
問

題
で
あ
る
。
ま
た
正
倉
院
に
残
る

「勅
書
櫃
」
と
到
り
ぬ
き
木
箱
、
及
び
函
と

の
関
連
も
今
後
の
研
究
に
期
す
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

と
こ
ろ
で
、
紙
そ
の
も
の
及
び
紙
製
の
文
書
を
重
要
な
構
成
要
件
と
す
る
律

令
制
度
が
、
中
国
か
ら
の
輸
入
で
あ
る
以
上
、
こ
れ
ら
の
箱
に
つ
い
て
も
中
国



か
ら
の
直
接
的
、
間
接
的
な
影
響
の
あ

っ
た
可
能
性
が
高
い
。
今
後
は
中
国
で

使
用
さ
れ
た
木
製

・
金
属
製
の
箱
に
つ
い
て
形
態
、
用
途
、
機
能
を
明
ら
か
に

し
、
そ
の
中
で
奈
良
時
代
の
到
り
ぬ
き
木
箱
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

十
で
つ
。

最
後
に
、
本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
そ
の
機
会
を
与
え
て
下
さ
っ
た
奈
良

国
立
文
化
財
研
究
所
の
金
子
裕
之
氏
、
東
洋
大
学
の
鬼
頭
清
明
氏
、
ま
た
文
爾

床
呂
墓
出
土
銅
匡
の
実
見
に
あ
た
り
、
そ
の
機
会
を
与
え
て
下
さ
り
便
宜
を
は

か
っ
て
い
た
だ
い
た
東
京
国
立
博
物
館
の
関
秀
夫
氏
な
ら
び
に
奈
良
国
立
博
物

館
の
井
口
喜
晴
氏
、
史
料
に
関
す
る
筆
者
の
初
歩
的
な
質
問
に
も
快
く
御
教
示

い
た
だ
い
た
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
綾
村
宏
氏
、
寺
崎
保
広
氏
、
森
公
章

氏
、
ま
た
中
で
も
金
子
裕
之
氏
に
は
全
般
に
わ
た
り
有
益
な
御
歌
示
、
御
指
導

を
い
た
だ
き
、
文
爾
麻
昌
墓
出
土
銅
匠
実
見
に
つ
い
て
も
御
世
話
い
た
だ
い
た
。

以
上
の
方
々
の
学
恩
に
深
く
感
謝
し
つ
つ
、
本
稿
を
閉
じ
る
こ
と
に
す
る
。

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
発
掘
調
査
概
報
』

（昭
和
六

一
年
度
ど
昭
和
六
三
年
度
）

一
九
八
七
年
１

一
九
八
九
年
。

注
ω

（昭
和
六
三
年
度
）

一
九
八
九
年
　
七
二
ど
八
〇
頁
。

一　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『
木
器
集
成
図
録
　
近
畿
古
代
篇
』
奈
良
国
立
文
化
財

研
究
所
史
料
第
二
七
冊
　
一
九
八
五
年
。
同
上

『
平
城
宮
木
簡
』
③
　
一
九
八

一
年
。

注
②
文
献
。

文
爾
麻
呂
墓
及
び
出
土
品
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
に
詳
し
く
、
詳
細
は
そ
れ
ら

に
譲
る
。

奥
村
秀
雄

「
国
宝
文
祢
麻
呂
墓
出
土
品
」

コ
ヽヽ
ュ
ー
ジ
ア
ム
』
二
七
〇
号

（前
篇
）

一
一七
三
号

（後
篇
）

一
九
七
三
年
　
東
京
国
立
博
物
館
。

⑥
　
注
②
文
献
七
三
頁
。

⑦
　
田
中
稔
編

『
古
文
書
』
日
本
の
美
術
　
第

一
七
四
号
　
一
九
八
〇
年
。

①
　
注
ω

（昭
和
六

一
年
度
）

一
九
八
七
年
　
七
〇
頁
。

⑨
　
用
途
、
法
量
、
材
質
の
知
ら
れ
る
も
の
全
て
を
掲
げ
て
も
煩
瑣
に
わ
た
る
ば
か
り

で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
主
な
も
の
の
み
と
り
あ
げ
た
。

⑩
　
東
野
治
之
氏
の
指
摘

令
奈
良
平
安
時
代
の
文
献
に
現
れ
た
木
簡
」
『研
究
論
集
１
』

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
学
報
第
二
二
冊
　
一
九
七
四
年
）
に
よ
れ
ば
、
飛
駅
函
は

袋
に
納
め
ら
れ
、
そ
の
袋
に
木
簡
を
付
け
る
と
い
う
。
表
書
き
の
な
い
割
り
ぬ
き
の

木
箱
の
場
合
、
そ
の
よ
う
に
木
簡
を
付
け
た
袋
に
入
れ
て
運
ん
で
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
。

(5)14)  (3)(2) (1)注


